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新しいインターネットがやってくる 基盤編
特 集

新しいインターネット

　インターネットは多くの技術要素により構成され，

それぞれの技術は進化を続けている．そのため普及

し始めて十数年の間に，インターネットとインター

ネットアプリケーションの開発環境は別物のように

変化してきた．これは以前の教科書で勉強した理解

では，新しいインターネットを使いこなせないとい

うことであり，逆に新しいインターネットの構造・

機能を正しく理解すれば，新しい技術要素の機能を

有効に使いこなすことができるということでもある．

新しい開発環境や APIなどを利用することで，新

しいサービスやアプリケーションの開発が容易にな

るし，重複した機能の開発を防止することもできる．

インターネットのレイヤ構造と捉え方

　ネットワークの構造は OSI参照モデルである 7

層モデルを基本に説明される．それぞれの立場によ

って意識しているレイヤ構造が異なる．図 -1にイ

ンターネットのレイヤ構造をどのように意識してい

るかを示す．冗談半分で語られているものもあるが，

立場によっての考え方を表していると思われる．こ

の十数年の大きな変化は，これまでアプリケーショ

ン層で一括りにされていたところが，インターネッ

トサービスではWebサービス技術などの進化によ

り，非常に複雑になってきていることと言えるだ

ろう．

ネットワーク技術の変化

　これまでインターネットの特徴は，ベストエフ

ォートと TCP/IPというキーワードで語られてきた．

しかし通信事業者はベストエフォートサービスだけ

でなく，帯域や信頼性を保証するサービスを提供す

るようになり，IP層には IPv4だけでなく IPv6が

追加されるといった変化が起こった．また LANと

して使われるイーサネット／無線 LANは非常に高

速化された．広域接続は電話とモデムから ADSL，

CATVそして光ファイバでの接続へと変化してきた．

　アプリケーションにおいても，メール，ファ

イル転送が中心だった時代からWWWが登場し，

WWWも静的なものから動的なコンテンツへ，よ

りインタラクティブなコンテンツへと変化し，さら

にリッチコンテンツにより表現力が向上している．

これによりショッピングサイトのようなサービスだ

けでなく，ゲームやカレンダー，表計算などのア

プリケーションもWWW上で利用できるようにな

った．

　このようにあらゆる層の技術の進化により，イン

ターネットは多くのユーザに使われる魅力ある情報

インフラとなっている．図 -1に最近注目を集めて

いるインターネットの技術要素のキーワードをレイ

ヤごとに示した．

通信事業者，サービス事業者の変化

　インターネットは個別に作られた LANを相互に
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1 新しいインターネットのビジョン

接続することによって

発展していったが，今

や勝手にインターネッ

トには繋げられず，通

信事業者からサービス

を購入して接続するも

のになった．また各組

織に置かれていたサー

バは iDC，CDN，クラ

ウドコンピューティン

グといったサービスを

契約してインターネッ

トを経由して利用する

ことが一般化した．こ

のようにインターネッ

トは自ら設計構築する

ものからサービスを購入するものへと変化し，その

サービス内容もより高度で多様なものが提供される

ようになってきている．

IPv4 アドレス在庫枯渇

　世界の情報インフラとして認識され，多くの人が

利用するようになったことにより，インターネット

ユーザ数は飛躍的に増加し，現在でも増加が続いて

いる．とりわけ開発途上国ではユーザ数の伸びも激

しく，それに伴い IPアドレスも多量に割り振られ

ている．これにより従来から使われている IPv4ア

ドレスの在庫が枯渇するといった状態になっている．

IPv4の延命策としてこれまで NATの使用などが行

われており，引き続きいくつかの提案が出ている．

しかし，管理コストの増大や機能制限があり，これ

までのような新しいアプリケーション／サービスが

生まれる情報インフラとしては問題が生じる．これ

はインターネットの拡大を阻害するものであり，新

しい IPである IPv6への移行がインターネットのさ

らなる発展ための根本的な解決といわれている．昨

今，通信事業者による IPv6接続サービスが提供さ

れるようになったことにより，今後ますます IPv6
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を含めた新しいインターネット環境が整っていく．

インターネット基盤技術の変化

　基盤という視点から見た新しいインターネットは，

大規模，大容量，高速になったことと，インフラと

しての信頼性が求められるようになったということ

である．これに伴い，セキュリティ対策に必要なモ

ニタリングや認証機構，クラウドコンピューティン

グに対応するための仮想化やその運用の自動化技術

などが重要となってきている．新しいインターネッ

トを支える基盤技術は，これからも進化し続けるだ

ろう．

（2011年 6月 3日受付）

図 -1　インターネットのレイヤ構造
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